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２
面
…
●
時
論
「『
マ
イ
ナ
ス
改
定
』

い
つ
ま
で
許
す
の
か
」

３
面
…
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面
…
●
医
科
保
険
診
療
研
究

　
　
　

●
保
険
医
こ
ぼ
れ
ば
な
し

�URL：https:// hodanren.doc-net.or. jp/ 
� iryoukankei / 20kaitei /movie/
◦ユーザー名
　パスワード を入力
◦視聴したい動画の画面をクリック

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で、本会主催の医科・
歯科「新点数検討会」の開催は中止となりました。
　つきましては、３月20、21日に全国保険医団体連合会（保
団連）で開催の「2020年度新点数検討会」の模様を収録し
た動画を配信いたします。
　下記URLまたはQRコードより I D とパスワードを入力する
と動画配信サイトにアクセスが可能です。
　動画のご視聴に関しては、テキスト「点数表改定のポイン
ト」（医科）、「改定の要点と解説」（歯科）をご参照ください。

医科・歯科新点数検討会 動画のご案内

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
は
全
世
界
に
急
速
に
拡
大

し
た
。
日
本
も
対
策
を
誤
る

と
第
二
の
武
漢
に
な
り
か
ね

な
い
▼
日
本
は
流
行
を
終
息

で
き
ず
蔓
延
期
に
達
す
る
事

も
あ
り
得
る
。
北
海
道
は
発

症
者
数
が
急
増
し
て
お
り
、

鈴
木
知
事
は
緊
急
事
態
宣
言

を
発
表
、
政
府
に
先
駆
け
て

不
要
不
急
の
外
出
自
粛
と
小

中
高
の
休
校
を
要
請
し
た
。

し
か
し
、
医
療
従
事
者
の
生

活
と
医
療
に
影
響
が
及
ん
で

い
る
▼
確
定
診
断
に
不
可
欠

な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
が
現
状

で
は
緊
急
事
態
に
対
応
で
き

て
い
な
い
。
今
後
更
に
感
染

者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
事

か
ら
、よ
り
短
時
間
で
判
定
で

き
る
迅
速
検
査
と
、
効
果
が

期
待
さ
れ
る
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

を
早
期
に
導
入
し
な
け
れ
ば
、

重
症
化
は
避
け
ら
れ
ず
流
行

終
息
に
至
ら
な
い
。
重
症
肺

炎
に
対
応
可
能
な
地
域
の
医

療
機
関
間
の
連
携
を
早
急
に

構
築
し
、
医
療
提
供
の
充
実

を
検
討
す
べ
き
だ
▼
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
際
に

各
病
院
に
充
分
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
体
制
を
整
備
し
感
染
連
鎖

を
断
つ
こ
と
で
流
行
を
終
息

さ
せ
た
。一
方
、日
本
は
国
立

感
染
症
研
究
所
や
保
健
所
の

人
員
削
減
等
で
危
機
管
理
体

制
が
脆
弱
化
し
て
い
る
。
政

府
は
緊
急
事
態
に
対
し
、
積

極
的
に
検
査
体
制
の
拡
充
、

休
業
補
償
導
入
等
の
危
機
対

策
を
強
化
す
べ
き
だ
。（
Ｋ
Ｔ
）

　

２
月
20
日
、
苫
小
牧
支
部

（
花
輪
和
夫
支
部
長
）は
審
査

対
策
部
の
鈴
木
部
長
と
古
山

理
事
を
講
師
に
迎
え
、
２
０

２
０
年
度
診
療
報
酬
改
定
を

テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催
し

た
。
研
修
会
に
は
19
人
が
参

加
し
た
。

　

古
山
理
事
は
、「
２
０
２
０

年
度
診
療
報
酬
改
定
の
方
向

性
」を
テ
ー
マ
に
、次
期
改
定

に
お
け
る
外
来
医
療
の
全
体

像
に
つ
い
て
講
演
。
前
回
改

定
で
新
設
さ
れ
た
、
医
療
機

関
の
か
か
り
つ
け
医
機
能
を

評
価
し
た「
機
能
強
化
加
算
」

は
施
設
基
準
要
件
の
変
更
・

追
加
が
行
わ
れ
る
た
め
「
院

内
掲
示
物
の
確
認
が
必
要
」

と
し
た
。ま
た
、調
剤
報
酬
で

新
設
さ
れ
た
点
数
に
つ
い
て

も
触
れ
、
薬
局
側
か
ら
医
療

機
関
へ
情
報
を
提
供
し
た
際

に
算
定
で
き
る
項
目
が
増
え

た
こ
と
を
紹
介
し
、
医
薬
連

携
の
留
意
点
を
解
説
し
た
。

　

鈴
木
部
長
は
、「
在
宅
医
療

に
お
け
る
保
険
診
療
上
の
留

意
点
」
と
題
し
講
演
。
訪
問

看
護
な
ど
を
行
う
際
は
、
介

護
保
険
優
先
の
原
則
か
ら
、

要
介
護
認
定
の
状
況
を
確
認

す
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
な

ど
、
在
宅
医
療
に
お
け
る
基

本
的
事
項
に
つ
い
て
説
明
し

た
。ま
た
、次
期
改
定
に
つ
い

て
は
、
訪
問
看
護
療
養
費
の

改
定
が
主
と
な
っ
て
お
り
、

訪
問
診
療
や
在
医
総
管
等
の

複
雑
な
点
数
体
系
に
つ
い 

て
、
２
月
に
示
さ
れ
た
短
冊

や
告
示
案
で
は
大
き
な
変
更

が
な
い
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

講
演
後
、参
加
者
か
ら
は
、

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
に
係
る
同
意
書
や
カ
ル
テ

記
載
上
の
留
意
点
に
つ
い
て

質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

診療報酬改定概要診療報酬改定概要をを解説解説
苫小牧支部研修会苫小牧支部研修会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
日
増
し
に
拡
大
し
、

緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た

本
道
で
は
、
医
療
機
関
は
終

息
の
兆
し
が
見
え
ぬ
中
で
対

応
に
追
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
４
月
の
診
療
報
酬

改
定
に
つ
い
て
は
、
北
海
道

厚
生
局
に
よ
る
説
明
会
や
各

団
体
の
検
討
会
を
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
会
は
３
月
４
日

付
け
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
診
療

報
酬
改
定
の
延
期
に
関
す
る

要
望
」
を
安
倍
首
相
及
び
加

藤
厚
労
相
に
提
出
し
た
。

　

要
望
書
で
は
、
①
２
０
２

０
年
４
月
実
施
の
診
療
報
酬

改
定
に
つ
き
、
当
面
実
施
の

延
期
を
行
う
こ
と
②
４
月
に

実
施
す
る
場
合
で
も
、
施
設

基
準
の
届
出
に
つ
い
て
は
９

月
ま
で
に
書
類
の
提
出
を
行

え
ば
、
４
月
か
ら
遡
及
し
て

適
用
す
る
措
置
を
設
け
る
―

こ
と
を
求
め
た
。

診
療
報
酬
改
定
の
延
期
を

診
療
報
酬
改
定
の
延
期
を

― 

首
相
、
厚
労
相
に
要
望
書
を
提
出

初・再
診
料
の
十
分
な
引
き
上
げ
を

初・再
診
料
の
十
分
な
引
き
上
げ
を

地
域
医
療
の
充
実
の
た
め
に

地
域
医
療
の
充
実
の
た
め
に

　
厚
生
労
働
省
は
３
月
５
日
、
２
０
２
０
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
か
か
る
正
式
告

示
・
通
知
を
発
表
し
た
。
診
療
報
酬
本
体
は
プ
ラ
ス
０
・
55
％
と
な
っ
た
も
の
の
、

恩
恵
を
受
け
る
の
は
一
部
の
医
療
機
関
と
な
っ
て
お
り
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
な
ど

を
支
え
る
地
域
の
医
療
機
関
が
安
心
し
て
診
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
内
容
で
は

な
か
っ
た
。
初
・
再
診
料
の
引
き
上
げ
な
ど
、
す
べ
て
の
医
療
機
関
に
恩
恵
の
あ

る
も
の
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
〈
歯
科
に
つ
い
て
は
２
面
〉

 表１  医科分野で改定となった主な点数
　

医
科
の
診
療
報
酬
改
定
は

プ
ラ
ス
０
・
53
％
と
な
っ
た

も
の
の
、
初
・
再
診
料
、
各

入
院
料
の
基
本
点
数
は
す
べ

て
据
え
置
か
れ
た
。
一
方
、

本
会
が
要
望
し
て
き
た
、
採

血
料
（
静
脈
血
）、
調
剤
料
、

関
節
穿
刺
、
皮
膚
切
開
術
な

ど
の
点
数
が
引
き
上
げ
ら
れ

た   

表
１  

。
新
設
さ
れ
た
点

数
や
要
件
変
更
の
あ
っ
た
項

目
に
つ
い
て
は
前
号
お
よ
び

「
点
数
表
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
」

を
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

今
号
で
は
次
期
改
定
の
主
な

問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

２
０
２
０
年
度
診
療
報
酬

改
定
で
は
「
医
療
従
事
者
の

負
担
軽
減
、
医
師
等
の
働
き

方
改
革
の
推
進
」
の
も
と
、

救
急
搬
送
件
数
な
ど
を
要
件

と
す
る
地
域
医
療
体
制
確
保

加
算
（
５
２
０
点
）
や
救
急

搬
送
看
護
体
制
加
算
１
（
４

０
０
点
）
が
新
設
さ
れ
た
。

ま
た
、
医
師
事
務
作
業
補
助

体
制
加
算
を
は
じ
め
と
し
た

タ
ス
ク
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や

タ
ス
ク
・
シ
フ
ト
を
評
価
し

医
師
の
働
き
方
改
革　

医
師
の
働
き
方
改
革　

　
　
　
　
に
は
不
十
分

　
　
　
　
に
は
不
十
分

た
点
数
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
。
し
か
し
、
点
数
引
き
上

げ
に
よ
る
補
填
は
あ
っ
て
も
、

救
急
病
院
の
勤
務
医
や
一
般

の
開
業
医
な
ど
の
医
療
従
事

者
の
実
務
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
も
の
は
少
な
く
、カ
ル
テ
・

レ
セ
プ
ト
の
記
載
内
容
が
煩

雑
化
す
る
な
ど
、
負
担
が
増

加
し
て
い
る
面
も
あ
る
。

　

か
か
り
つ
け
医
機
能
を
評

価
し
た
機
能
強
化
加
算
に
つ

受
診
時
定
額
負
担
に
よ

受
診
時
定
額
負
担
に
よ

る
患
者
誘
導
は
中
止
を

る
患
者
誘
導
は
中
止
を

い
て
は
、
点
数
は
据
え
置
か

れ
た
一
方
で
、
院
内
掲
示
に

よ
る
要
件
だ
け
で
な
く
、
患

者
へ
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
院
内
掲
示
の
内
容
が
記

載
さ
れ
た
文
書
を
具
備
す
る

な
ど
の
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
見
直

し
に
は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ

た
が
、
支
払
側
は
議
論
の
中

で
「
か
か
り
つ
け
医
機
能
に

つ
い
て
患
者
へ
説
明
す
る
こ

と
を
算
定
要
件
と
す
べ
き
」

と
し
て
お
り
、
医
療
機
関
に

さ
ら
な
る
負
担
が
求
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
か
か
り

つ
け
医
機
能
に
つ
い
て
は
国

が
正
し
く
周
知
を
行
う
べ
き

で
あ
り
、
医
療
機
関
が
行
う

べ
き
も
の
で
は
な
い
。

�

〈
２
面
に
続
く
〉

検査、投薬、注射
採血料（静脈血） 30点 →   35点 ＋5点
一般名処方加算１ 6点 →     7点 ＋1点
一般名処方加算２ 4点 →     5点 ＋1点
調剤料　1　（入院外）
　イ　内服、浸煎、頓服薬 9点 →   11点 ＋2点
　ロ　外用薬　 6点 →     8点 ＋2点
点滴注射
　１　６歳未満 98点 →   99点 ＋1点
　２　６歳以上 97点 →   98点 ＋1点
処置、手術
関節穿刺（片側） 100点 → 120点 ＋20点
胃洗浄 250点 → 300点 ＋50点
膣洗浄（熱性洗浄を含む） 47点 →   56点 ＋9点
涙嚢ブジー法（洗浄を含む） 45点 →   54点 ＋9点
鼻処置 12点 →   14点 ＋2点
口腔、咽頭処置 12点 →   14点 ＋2点
皮膚切開術　長径10 ㎝未満 470点 → 570点 ＋100点
爪甲除去術 640点 → 770点 ＋130点

医
　
　
　
科
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今
回
の
診
療
報
酬
改
定

は
、
本
体
部
分
を
０
・
55

％
引
き
上
げ
た
が
、
薬
価

は
０
・
99
％
引
き
下
げ
、

ト
ー
タ
ル
で
０
・
46
％
の

マ
イ
ナ
ス
改
定
で
あ
る
。

日
本
医
師
会
は
「
満
足
で

は
な
い
が
一
定
の
評
価
」

と
し
て
い
る
が
、
騙
さ
れ

て
は
い
け
な
い
。
当
該
改

定
率
は
人
件
費
や
物
価
の

上
昇
を
加
味
し
て
判
断
す

べ
き
で
あ
る
。
厚
労
省
に

よ
る
と
昨
年
の
民
間
の
賃

上
げ
率
は
２
・
18
％
増
で
、

消
費
者
物
価
指
数
は
０
・

40
％
増
（
５
年
平
均
）
で

あ
る
。
こ
れ
ら
が
正
し
い

か
は
さ
て
お
き
、
さ
ら
に

消
費
税
増
税
分
も
加
わ
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

４
回
連
続
マ
イ
ナ
ス
改
定

で
あ
る
。
診
療
報
酬
改
定

に
よ
る
収
入
が
こ
の
増
加

す
る
諸
経
費
の
支
払
に
十

分
対
応
で
き
る
か
は
現
時

点
で
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

政
府
は
医
療
財
源
の
不
足

分
を
い
つ
ま
で
我
々
に
押

し
付
け
て
く
る
の
か
。

　

政
府
は
消
費
税
増
税
分

を
社
会
保
障
費
に
充
て
、

国
家
財
政
の
赤
字
補
填
を

行
い
、
現
役
世
代
と
高
齢

者
間
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
を
改
善
す
る
と
言

っ
て
い
た
は
ず
だ
。
今
年

度
増
税
分
の
４
・
６
兆
円

の
支
出
は
、
消
費
税
増
税

対
策
と
い
う
名
目
で
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
ポ

イ
ン
ト
還
元
や
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
ば
ら
ま
き
政

策
と
「
国
土
強
靭
化
に
向

け
た
公
共
事
業
」
に
最
大

の
１
・
８
兆
円
が
充
て
ら

れ
た
。
残
り
は
少
子
化
対

策
に
１
・
７
兆
円
、
社
会

保
障
の
充
実
に
は
１
・
１

兆
円
が
使
わ
れ
る
。
本
来

の
目
的
は
ど
こ
に
行
っ
た

の
か
。
さ
ら
に
迷
走
は
続

き
安
倍
首
相
が
力
を
入
れ

て
い
る
教
育
無
償
化
の
財

源
を
も
消
費
増
税
か
ら
と

す
る
案
が
財
務
省
か
ら
上

が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

中
国
で
発
生
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策

は
後
手
後
手
で
蔓
延
対
策

も
失
敗
し
続
け
て
い
る
が
、

日
本
は
韓
国
や
イ
タ
リ
ア

の
よ
う
な
急
激
な
感
染
拡

大
を
起
こ
し
て
は
い
な
い
。 

そ
れ
は
、
本
会
会
員
の
よ

う
な
第
一
線
医
療
を
担
う

医
師
が
必
死
に
支
え
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
と

い
う
国
は
政
府
が
ど
ん
な

に
理
不
尽
な
政
策
を
出
し

て
こ
よ
う
と
、
福
島
の
原

発
事
故
時
の
対
応
も
し
か

り
、
現
場
の
人
間
が
最
後

に
こ
の
国
を
支
え
て
い
る
。 

今
回
の
診
療
報
酬
マ
イ
ナ

ス
改
定
で
も
我
々
は
な
ん

と
か
乗
り
越
え
る
だ
ろ
う

が
、
我
慢
の
限
界
に
き
て

い
る
。
医
療
界
は
改
め
て

国
民
医
療
を
守
る
立
場
か

ら
診
療
報
酬
の
大
幅
引
き

上
げ
を
要
求
す
べ
き
だ
。

「
マ
イ
ナ
ス
改
定
」

　
い
つ
ま
で
許
す
の
か

●
お
問
い
合
わ
せ
は
、
本
会
事
務
局
ま
で

☎
０
１
１-

２
３
１-

６
２
８
１

℻
０
１
１-

２
３
１-

６
２
８
３

新点数関連出版物のご案内

点数表改定の�
ポイント

会員価格  3,000 円
※�3/20頃発送（開業会員）

医
科

歯科診療報酬�
2020年改定の要点と解説

会員価格  2,000 円
※�3/20頃発送

歯
科

〈
１
面
か
ら
続
く
〉

　

新
設
の
診
療
情
報
提
供
料

（
Ⅲ
）
は
、
廃
止
と
な
る
「
妊

婦
加
算
」
の
評
価
が
一
部
組

み
込
ま
れ
た
も
の
の
、
基
本

的
に
は
か
か
り
つ
け
医
機
能

を
も
っ
た
医
療
機
関
を
軸
と

し
た
連
携
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
条
件
付
き
の
算
定
と
さ

れ
た
。
医
療
機
関
の
連
携
は

か
か
り
つ
け
医
機
能
の
有
無

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
患
者
へ
の
医
療
提

供
を
考
慮
し
た
際
に
適
切
に

行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

必
要
に
応
じ
て
す
べ
て
の
医

療
機
関
で
算
定
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

患
者
が
大
病
院
へ
紹
介
状

な
し
に
受
診
し
た
場
合
の
定

額
負
担
は
対
象
病
院
が
現
行

の
４
０
０
床
以
上
か
ら
、
２

０
０
床
以
上
へ
と
拡
大
さ
れ

た
。
患
者
の
大
病
院
志
向
を

抑
制
、
病
院
の
専
門
性
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
が
、
今
後
も
患
者
の
受
診

先
を
誘
導
す
る
動
き
が
行
わ

れ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
大
病
院
へ
の
受
診
抑
制

と
同
様
に
、
か
か
り
つ
け
医

以
外
へ
の
受
診
を
抑
制
す
る

よ
う
定
額
負
担
が
設
定
、
誘

導
さ
れ
る
懸
念
が
あ
る
。

　

２
年
前
の
改
定
で
注
目
を

浴
び
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料

は
、
点
数
が
１
点
引
き
上
げ

ら
れ
71
点
に
な
っ
た
。
点
数

は
微
増
だ
が
、
事
前
の
対
面

診
療
の
期
間
は
６
カ
月
か
ら

３
カ
月
に
緩
和
、
対
象
疾
患

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の　

　
　
　
医
学
的
根
拠
は

　
　
　
医
学
的
根
拠
は

基本診療料
歯科初診料
（歯初診届出医療機関の場合） 251点 → 261点 ＋10点

歯科再診料
（歯初診届出医療機関の場合） 51点 →   53点 ＋2点

医学管理等
歯科疾患管理料
（初診月に１回目を算定した場合） 100点 →   80点 −20点

長期管理加算
（６月を超える継続管理時に歯管に加算）
　か強診 【新設】 → 120点
　それ以外 【新設】 → 100点
小児口腔機能管理料
（歯管及び特疾管を算定した患者が対象） 【新設】 → 100点

口腔機能管理料
（歯管及び特疾管を算定した患者が対象） 【新設】 → 100点

在宅医療
歯科訪問診療料の注13の初診時 251点 → 261点 ＋10点
歯科訪問診療料の注13の再診時 51点 →   53点 ＋２点
歯科疾患在宅療養管理料 190点 → 200点 ＋10点
投薬
一般名処方加算１ 6点 →     7点 ＋１点
一般名処方加算２ 4点 →     5点 ＋１点
　上記の他、処置項目では、間接歯髄保護処置、抜髄、感根処、根貼、根充、
加圧根充、スケーリング、除去、歯清。歯冠修復・欠損補綴の項目では、充形、
支台築造、充填１、レジンインレー、大臼歯ポンティック、有床義歯、鋳造鉤、
線鉤、バー、補綴隙、有床義歯修理の点数が引き上げられる。

す
る
初
再
診
料
が
引
き
上
げ

ら
れ
、
歯
科
初
診
料
が
10
点

増
の
２
６
１
点
に
、
歯
科
再

診
料
が
２
点
増
の
53
点
に
そ

れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

届
出
の
な
い
場
合
の
初
再
診

料
は
据
え
置
か
れ
た
結
果
、

点
数
の
差
が
初
診
料
は
21
点
、

再
診
料
は
９
点
に
ま
で
拡
大

し
た
。

　

施
設
基
準
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
常
勤
の
歯
科
医
師
１

人
以
上
の
み
と
さ
れ
て
い
た

研
修
受
講
の
要
件
が
職
員
に

も
広
げ
ら
れ
、
医
療
機
器
の

洗
浄
や
仕
分
け
な
ど
に
携
わ

る
医
療
機
関
の
職
員
に
つ
い

て
も
院
内
感
染
防
止
対
策
に

か
か
る
研
修
を
受
講
し
て
い

る
旨
の
報
告
が
義
務
付
け
ら

れ
た
。
こ
れ
は
外
部
研
修
に

限
ら
ず
院
内
研
修
で
あ
っ
て

も
良
く
、
医
療
法
で
定
め
ら

れ
て
い
る
医
療
安
全
管
理
対

策
に
お
け
る
院
内
感
染
防
止

対
策
の
職
員
研
修
を
行
っ
て

い
れ
ば
自
動
的
に
要
件
を
満

た
す
こ
と
と
な
る
。

　

歯
科
疾
患
管
理
料（
以
降
：

歯
管
）
に
つ
い
て
は
、
初
診

時
に
か
か
わ
る
評
価
を
見
直

す
と
と
も
に
、
長
期
的
な
継

続
管
理
に
つ
い
て
の
新
た
な

評
価
が
行
わ
れ
た
。

　

歯
管
の
１
回
目
の
算
定
に

つ
い
て
、
初
診
月
の
場
合
は

１
０
０
分
の
80
に
減
算
（
１

０
０
点
→
80
点
）
さ
れ
た
。

新
た
に
「
注
12
」
初
診
日
の

属
す
る
月
か
ら
起
算
し
て
６

カ
月
を
超
え
て
歯
科
疾
患
の

管
理
及
び
療
養
上
必
要
な
指

導
を
行
っ
た
場
合
は
、
長
期

管
理
加
算
と
し
て
、
か
か
り

つ
け
歯
科
医
機
能
強
化
型
歯

科
診
療
所
（
以
降
：
か
強
診
）

の
場
合
１
２
０
点
、
そ
れ
以

外
の
保
険
医
療
機
関
の
場
合

は
１
０
０
点
算
定
で
き
る
。

　

ま
た
、
初
診
月
か
ら
２
カ

月
以
内
に
算
定
し
な
い
と
以

後
、
歯
管
が
算
定
で
き
な
く

な
る
縛
り
が
解
消
さ
れ
、
初

診
月
か
ら
３
カ
月
以
降
に
初

回
時
の
歯
管
を
算
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

改
定
の
た
び
に
、
基
本
診

療
料
、
医
学
的
管
理
料
を
引

き
上
げ
つ
つ
歯
科
医
療
機
関

の
機
能
分
化
・
強
化
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
同
じ
医
療
行

為
に
対
す
る
「
一
物
二
価
」

な
ど
、
か
強
診
の
問
題
点
は

そ
の
ま
ま
に
、
さ
ら
に
差
別

化
を
図
り
、
歯
科
診
療
所
間

の
格
差
が
拡
大
す
る
こ
と
と

な
る
。

　

歯
周
病
重
症
化
予
防
治
療

が
新
設
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｔ
の

歯
周
病
重
症
化
予
防
で

歯
周
病
重
症
化
予
防
で

　
　
　
　
新
た
な
評
価

　
　
　
　
新
た
な
評
価

対
象
外
の
歯
周
病
患
者
に
対

す
る
継
続
的
な
治
療
と
し
て

歯
数
に
応
じ
て
１
歯
～
９
歯

は
１
５
０
点
、
10
歯
～
19
歯

は
２
０
０
点
、
20
歯
以
上
は

３
０
０
点
を
そ
れ
ぞ
れ
算
定

す
る
。
対
象
患
者
は
、
①
歯

科
疾
患
管
理
料
ま
た
は
歯
科

疾
患
在
宅
療
養
管
理
料
を
算

定
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
、

２
回
目
以
降
の
歯
周
病
組
織

検
査
終
了
後
に
、
歯
周
ポ
ケ

ッ
ト
が
４
㎜
未
満
②
歯
周
組

織
の
多
く
の
部
分
は
健
康
で

あ
る
が
、
部
分
的
に
歯
肉
に

限
局
す
る
炎
症
症
状
を
認
め

る
状
態
ま
た
は
プ
ロ
ー
ビ
ン

グ
時
の
出
血
が
見
ら
れ
る
状

態
―
と
さ
れ
た
。

　

ま
た
算
定
要
件
と
し
て
①

２
回
目
以
降
の
歯
周
病
検
査

の
結
果
、
一
時
的
に
病
状
が

改
善
傾
向
に
あ
る
患
者
に
対

し
、
重
症
化
予
防
を
目
的
と

し
て
、
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
、
機

械
的
歯
面
清
掃
等
の
継
続
的

な
治
療
を
開
始
し
た
場
合
に

３
カ
月
に
１
回
算
定
す
る
②

Ｓ
Ｐ
Ｔ
を
算
定
し
た
月
は
算

定
で
き
な
い
―
と
さ
れ
て
い

る
。

　

今
次
改
定
と
共
に
歯
科
医

療
に
お
い
て
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
の
が
金
銀
パ
ラ

ジ
ウ
ム
合
金
（
以
下
、
金
パ

ラ
）
価
格
の
「
逆
ザ
ヤ
」
に

よ
る
経
費
増
が
歯
科
医
療
機

関
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
制
度
面
の
緊

急
対
応
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま

で
は
、
経
営
が
立
ち
ゆ
か
な

く
な
る
歯
科
診
療
所
が
続
出

す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
２
０
２
０
年
４
月
改
定

で
の
「
逆
ザ
ヤ
」
解
消
は
の

ぞ
め
な
い
今
、
本
会
並
び
に

保
団
連
は
、
金
パ
ラ
「
逆
ザ

ヤ
」
の
即
時
解
消
に
向
け
た

緊
急
対
応
を
求
め
て
い
く
。

金
パ
ラ
の

金
パ
ラ
の「「
逆
ザ
ヤ

逆
ザ
ヤ
」」　　

　
　
　
　
即
時
解
消
を

　
　
　
　
即
時
解
消
を

 表２  歯科分野で改定となった主な点数

の
拡
大
が
行
わ
れ
た
。
緊
急

時
の
対
応
に
つ
い
て
も
、あ
ら

か
じ
め
受
診
可
能
な
医
療
機

関
を
患
者
に
説
明
し
て
い
れ

ば
よ
い
と
さ
れ
、ハ
ー
ド
ル
と

な
っ
て
い
た
部
分
を
軒
並
み

緩
和
し
た
。
医
学
的
エ
ビ
デ

ン
ス
よ
り
も
利
便
性
が
強
調

さ
れ
た
議
論
が
中
医
協
で
行

わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、今
後
な

し
崩
し
的
に
さ
ら
な
る
緩
和

が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

広
大
な
土
地
を
持
つ
本
道

な
ど
、
広
域
の
患
者
を
診
療

す
る
ケ
ー
ス
等
を
対
象
に
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
は

じ
め
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

は
今
後
も
進
む
も
の
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
患
者
の
個

人
情
報
の
流
出
の
恐
れ
や
緊

急
時
の
医
療
安
全
対
応
、
有

効
性
や
安
全
性
等
が
十
分
確

保
さ
れ
て
い
る
か
疑
問
で
あ

る
。
今
、
十
分
な
審
議
が
尽

く
さ
れ
て
い
な
い
中
で
、
な

し
崩
し
的
に
要
件
の
緩
和
や

対
象
患
者
を
広
げ
る
こ
と
に

は
反
対
で
あ
る
。

　

今
次
歯
科
診
療
報
酬
は

０
・
59
％
の
プ
ラ
ス
で
、
前

回
改
定
の
０
・
69
％
プ
ラ
ス

を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

政
府
は
、
こ
れ
ま
で
「
歯

科
重
視
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
２
０

１
８
年
度
さ
え
下
回
る
改
定

率
で
、
こ
れ
で
は
歯
科
医
療

の
改
善
ど
こ
ろ
か
、
歯
科
医

業
経
営
の
厳
し
い
現
状
を
打

開
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

今
回
の
改
定
で
は
、
主
に

「
口
腔
疾
患
の
重
症
化
予
防
、

口
腔
機
能
低
下
へ
の
対
応
の

充
実
、
生
活
の
質
に
配
慮
し

た
歯
科
医
療
の
推
進
」
に
か

か
わ
る
項
目
が
盛
り
込
ま
れ

た
。
個
別
項
目
で
特
徴
的
な

も
の
と
し
て
①
歯
科
外
来
診

療
に
お
け
る
院
内
感
染
防
止

対
策
の
推
進
（
初
再
診
料
の

引
き
上
げ
）
②
歯
科
疾
患
管

理
料
の
見
直
し
③
「
歯
周
病

重
症
化
予
防
治
療
」
の
新
設

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る   

表
２  

。

　

院
内
感
染
防
止
対
策
の
施

設
基
準
（
注
１
の
届
出
）
を

届
出
し
た
医
療
機
関
が
算
定

格
差
広
げ
る
初・再
診
料・

格
差
広
げ
る
初・再
診
料・

　
　
　
　
歯
管
の
見
直
し

　
　
　
　
歯
管
の
見
直
し

歯
　
　
　
科
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ナ
ザ
ー
ル
・
ボ
ン
ジ
ュ
ウ

は
、
ト
ル
コ
の
お
守
り
。
青

い
ガ
ラ
ス
に
中
心
か
ら
青

色
・
水
色
・
白
色
の
着
色
で

目
玉
が
描
か
れ
、
邪
視
（
羨

望
・
嫉
妬
・
悪
意
な
ど
の
感

情
が
こ
も
っ
た
眼
差
し
）
か

ら
、
災
い
を
は
ね
の
け
る
と

信
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

以
前
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で

研
修
会
が
あ
り
、
パ
リ
経
由

で
参
加
し
た
と
き
の
こ
と
。

機
内
前
方
で
キ
ャ
ビ
ン
・
ア

テ
ン
ダ
ン
ト（
Ｃ
Ａ
）に
怒
鳴

っ
て
い
る
乗
客
を
み
た
。
些

細
な
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
Ｃ

Ａ
は
何
度
も
謝
っ
て
い
た
。

　

娘
が
、
パ
リ
行
き
国
際
線

の
Ｃ
Ａ
を
夢
見
て
い
る
。
そ

の
思
い
も
あ
り
、
そ
ん
な
に

怒
ら
な
く
て
も
い
い
の
に
…

と
み
て
い
た
。
Ｃ
Ａ
が
私
の

と
こ
ろ
に
来
た
際
「
先
程
の

様
子
を
み
ま
し
た
が
、
あ
ま

り
気
に
せ
ず
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
ね
。
娘
は
あ
な
た
た
ち

に
憧
れ
て
毎
日
を
過
ご
し
て

い
ま
す
」
と
言
っ
た
。
Ｃ
Ａ

は
「
お
気
遣
い
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
Ｃ
Ａ

に
な
る
た
め
に
、
毎
日
、
鏡

を
み
て
笑
顔
の
練
習
を
し
ま

し
た
。
娘
さ
ん
に
、
ぜ
ひ
、

将
来
一
緒
に
働
き
ま
し
ょ
う

と
お
伝
え
く
だ
さ
い
」
と
笑

顔
で
言
わ
れ
た
。

　

パ
リ
に
到
着
し
て
飛
行
機

を
降
り
よ
う
と
し
た
と
き
、

Ｃ
Ａ
に
呼
び
止
め
ら
れ
、
振

り
返
る
と
、
小
さ
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
・
カ
ー
ド
を
手
渡
さ
れ

た
。「
娘
さ
ん
に
渡
し
て
く
だ

さ
い
。
私
が
Ｃ
Ａ
に
な
る
た

め
心
が
け
て
き
た
こ
と
で
す
」

カ
ー
ド
に
は
、笑
顔
の
練
習
・

感
謝
の
気
持
ち
な
ど
の
言
葉

と
、
最
後
に
「
一
緒
に
働
き

ま
し
ょ
う
ね
」
と
書
い
て
あ

っ
た
。

　

３
日
間
の
研
修
会
が
終
了

し
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
空

港
で
娘
に
、
そ
れ
が
何
を
意

味
す
る
か
知
ら
ず
に
、
鳥
よ

け
の
目
玉
の
よ
う
な
ガ
ラ
ス

の
付
い
た
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を

急
い
で
買
っ
た
。
あ
と
で
娘

が
、
そ
れ
が
ナ
ザ
ー
ル
・
ボ

ン
ジ
ュ
ウ
で
あ
る
と
教
え
て

く
れ
た
。

　

日
曜
日
の
夜
、
よ
う
や
く

家
に
着
き
、
娘
に
パ
リ
行
き

の
機
内
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

話
し
、
カ
ー
ド
を
渡
す
と
、

「
今
ま
で
で
一
番
嬉
し
い
…
」

と
泣
い
て
い
た
。

　

彼
女
は
早
速
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
・
カ
ー
ド
を
、
自
作
の
背

景
画
の
上
に
置
き
、
ナ
ザ
ー

ル
・
ボ
ン
ジ
ュ
ウ
の
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
と
一
緒
に
写
真
を
撮

り
、
い
つ
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
携
帯
待
ち
受
け
に
し
て
い

た
。そ
の
様
子
を
横
で
み
て
、

ふ
と
、
笑
顔
の
練
習
・
感
謝

の
気
持
ち
は
、
自
分
が
仕
事

で
心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
り
、
娘
と
一
緒

だ
な
と
思
っ
た
。

　

そ
ん
な
娘
は
、
今
年
Ｃ
Ａ

に
な
っ
て
飛
ん
で
い
る
。
ナ

ザ
ー
ル・ボ
ン
ジ
ュ
ウ
の
ブ
レ

ス
レ
ッ
ト
を
み
る
と
昔
の
出

来
事
を
鮮
明
に
思
い
出
す
。

　　

も
う
30
年
以
上
も
前
の
事

で
す
。
友
達
と
街
中
を
歩
い

て
い
る
と
カ
レ
ー
の
い
い
匂

い
が
。
ち
ょ
う
ど
昼
時
で
も

あ
り
、
匂
い
に
誘
わ
れ
る
ま

ま
歩
い
て
行
く
と
、
今
ま
で

見
た
事
の
な
い
狭
い
路
地
の

入
口
が
。
ど
う
も
そ
の
奥
か

ら
匂
っ
て
来
て
い
る
よ
う
で

す
。薄
暗
い
不
気
味
な
路
地
、

ち
ょ
っ
と
躊
躇
、
で
も
カ
レ

ー
の
い
い
匂
い
に
逆
ら
う
こ

と
は
無
理
。
吸
い
込
ま
れ
る

よ
う
に
入
っ
て
行
き
ま
し
た
。 

路
地
の
奥
に
一
風
変
わ
っ
た

レ
ト
ロ
な
カ
レ
ー
店
を
見
つ

け
ま
し
た
。
匂
い
は
ま
さ
し

く
そ
こ
か
ら
漂
っ
て
来
て
い

て
、
恐
る
恐
る
扉
を
開
け
る

と
中
は
細
長
く
カ
ウ
ン
タ
ー

席
が
６
つ
あ
る
だ
け
の
小
さ

な
お
店
で
す
。
狭
い
店
内
に

は
安
っ
ぽ
い
雑
貨
が
所
狭
し

と
並
べ
て
あ
り
、
お
客
さ
ん

は
私
た
ち
だ
け
。
来
客
に
気

付
い
た
の
か
、
奥
か
ら
店
主

と
お
ぼ
し
き
髪
の
少
し
薄
く

な
っ
た
人
の
良
さ
そ
う
な
お

じ
さ
ん
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
「
お
じ
さ
ん
、と
て
も
い
い

匂
い
ね
、
メ
ニ
ュ
ー
お
願
い

し
ま
す
」「
う
ち
は
ビ
ー
フ
カ

レ
ー
だ
け
だ
よ
」「
じ
ゃ
、
そ

れ
、
ふ
た
つ
」。

　

待
つ
こ
と
数
分
、
２
皿
の

ビ
ー
フ
カ
レ
ー
が
カ
ウ
ン
タ

ー
の
上
。
ル
ー
の
色
は
こ
げ

茶
。
そ
れ
以
外
は
な
に
も
見

え
な
い
。
ト
ロ
リ
と
し
た
ル

ー
と
ご
飯
を
ス
プ
ー
ン
で
口

に
運
ぶ
。
お
肉
が
溶
け
込
ん

だ
得
も
言
わ
れ
ぬ
芳
醇
な
味

わ
い
が
波
の
よ
う
に
何
度
も

押
し
寄
せ
て
く
る
！

　
「
こ
ん
な
美
味
し
い
カ
レ

ー
は
初
め
て
だ
わ
！
」「
ね

え
、
お
じ
さ
ん
、
こ
れ
っ
て

ど
う
や
っ
て
作
る
の
？
」「
気

に
入
っ
た
の
か
い
？
」「
跡
継

ぎ
も
い
な
い
し
、
店
は
た
た

む
予
定
だ
、
門
外
不
出
だ
っ

た
け
ど
特
別
に
教
え
て
あ
げ

る
よ
、
こ
れ
は
魔
法
の
カ
レ

ー
な
ん
だ
。
彼
と
食
べ
て
ご

ら
ん
、
い
い
こ
と
が
起
こ
る

よ
。
ハ
ハ
ハ
」。

　

久
し
ぶ
り
に
そ
の
時
の
友

達
に
会
う
と「
ね
え
キ
ッ
コ
、

あ
の
カ
レ
ー
作
っ
て
み
た
？

お
じ
さ
ん
の
言
っ
た
通
り
だ

っ
た
の
よ
！
」「
え
～
っ
‼
そ

う
な
の
？
私
も
作
ら
な
き

ゃ
！
え
ー
と
レ
シ
ピ
は
？
」

　

牛
筋
・
牛
頬
肉
・
玉
ね
ぎ
・

セ
ロ
リ
・
ニ
ン
ニ
ク
・
人
参
・

パ
セ
リ
・
ト
マ
ト
・
リ
ン
ゴ
・

マ
ン
ゴ
チ
ャ
ツ
ネ
・
ガ
ラ
ム

マ
サ
ラ
・
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
・

ク
ミ
ン
・
カ
レ
ー
粉
・
塩
・

胡
椒
・
は
ち
み
つ
・
赤
ワ
イ

ン
・
２
日
間
愛
情
込
め
て
煮

込
む
‼

ナ
ザ
ー
ル
・
ボ
ン
ジ
ュ
ウ

ナ
ザ
ー
ル
・
ボ
ン
ジ
ュ
ウ

札
幌
支
部　
牧
田
病
院　
　
　
　
　

牧
田
比
呂
仁

魔
法
の
カ
レ
ー

魔
法
の
カ
レ
ー

札
幌
支
部　
庄
内
こ
ど
も
の
歯
科　
　

庄
内
喜
久
子

◆	�予定利率は1.259 ％
◆	�月払は1口１万円 
　（最高30口まで）

◆	�一時払は1口50万円〜
◆	�加入５年以降なら何歳からでも年金受給が

できます （４種類から自由に選択）

◆	掛金の中断・再開もできます

公的年金の上乗せに最適

保険医年金

♦最長730日までの長期保障
♦�掛金は加入時のまま満期まで変わりません
♦�掛け捨てではありません（加入後３年以上
の場合）

♦�自宅療養でも代診�
をおいても給付

♦�所得補償などとの�
重複受給もＯＫ

申 込 期 間 	 4 月 1 日～5 月25日
責任開始日 	 8 月 1 日

休業保障共済保険休業保障共済保険
【申 込 期 間  ４月１日 【申 込 期 間  ４月１日 〜 〜 ６月25日】６月25日】
【責任開始日  ９月１日】【責任開始日  ９月１日】

突然の病気やケガでの休業も安心

始まります

始まります

 Tel  011- 231- 6281   Fax  011- 231- 6283   Eメール  info＠h - hokenikai. comお問い合わせは、 
北海道保険医会事務局まで

 表  本会意見書の道内自治体における採択状況

「国による妊産婦医療費助成制度創設」および
「福祉医療制度の実施に伴う国保国庫負担金の削
減措置廃止」を求める意見書を採択した自治体
� （25自治体）
小樽市、紋別市、士別市、根室市、登別市、妹背
牛町、沼田町、島牧村、積丹町、古平町、仁木町、
福島町、知内町、木古内町、森町、江差町、厚沢
部町、奥尻町、剣淵町、初山別村、豊富町、礼文
町、利尻町、利尻富士町、美幌町

「国による妊産婦医療費助成制度創設」を求める
意見書のみ採択した自治体� （４自治体）
苫小牧市、恵庭市、石狩市、安平町
� （2020年２月末現在・順不同）

講師の秦 浩信 氏

　

２
月
22
日（
土
）、
北
海
道

が
ん
セ
ン
タ
ー
歯
科
口
腔
外

科
医
長
の
秦
浩
信
氏
を
講
師

に
迎
え
て
歯
科
臨
床
講
演
会

を
開
催
し
、
57
人
の
医
科
・

歯
科
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
が
参

加
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
野
川
副
会

長
は
「
医
科
歯
科
連
携
の
重

要
性
が
叫
ば
れ
な
が
ら
実
際

に
は
動
い
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
大
切
な
内
容
で

あ
る
の
で
、
今
日
の
講
演
を

聞
い
て
今
後
の
診
療
に
役
立

て
て
欲
し
い
」と
挨
拶
し
た
。

　

講
演
で
は
、
周
術
期
等
口

腔
機
能
管
理
に
つ
い
て
詳
し

く
説
明
。
が
ん
患
者
等
に
術

前
口
腔
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で

術
後
の
合
併
症
の
減
少
、
医

療
費
削
減
、
在
院
日
数
減
少

な
ど
に
つ
な
が
る
と
説
明
し

た
。
が
ん
薬
物
療
法
時
、
放

射
線
療
法
時
の
口
腔
機
能
管

理
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
詳

説
し
、
実
際
の
患
者
の
事
例

を
挙
げ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動

画
に
よ
る
患
者
の
正
直
な
声

も
聞
か
れ
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
５
年
の
自

院
に
お
け
る
調
査
で
は
院
内

歯
科
に
比
べ
、
院
外
へ
の
医

科
歯
科
連
携
は
積
極
的
に
行

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、
病
院
歯
科
と
地

域
歯
科
診
療
所
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
む
姿
勢
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
訴
え
た
。「
が

ん
診
療
登
録
歯
科
医
に
な 

り
、
医
科
歯
科
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
で
お
互
い
信
頼
で
き

る
関
係
作
り
を
し
ま
し
ょ 

う
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

講
演
後
に
は
芦
田
歯
科
副

部
長
よ
り
、
周
術
期
等
口
腔

機
能
管
理
の
保
険
算
定
に
関

す
る
詳
し
い
解
説
、
算
定
に

お
け
る
留
意
点
等
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
も
「
医
科
歯

科
共
通
の
認
識
が
必
要
」「
大

変
勉
強
に
な
っ
た
」「
算
定
の

整
理
と
確
認
が
で
き
た
」
と

大
変
好
評
で
あ
っ
た
。

医科・歯科  O N E   T E A M医科・歯科  O N E   T E A M
周 術 期 口 腔 機 能 管 理周 術 期 口 腔 機 能 管 理

歯科臨床講演会歯科臨床講演会

　　  手術、放射線治療、化学療法の合併症予防  手術、放射線治療、化学療法の合併症予防  　　

　

本
紙
２
月
５
日
号
の
解
説

で
報
告
し
た
通
り
、
本
会
が

実
施
し
た
調
査
で
、「
妊
産
婦

医
療
費
助
成
制
度
（
所
得
制

限
・
自
己
負
担
あ
り
含
む
）」

を
設
け
て
い
る
自
治
体
は
道

内
の
１
７
９
市
町
村
中
わ
ず

か
６
市
町
に
と
ど
ま
る
結
果

と
な
っ
た
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
、
さ
ら

に
本
会
で
は
昨
年
11
月
、
全

市
町
村
に
対
し
、
妊
産
婦
が

費
用
の
心
配
な
く
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
「
妊
産
婦
医

療
費
助
成
制
度
等
の
創
設
・

助
成
制
度
創
設
を
め
ざ
し
て

助
成
制
度
創
設
を
め
ざ
し
て

～～  

妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
等
の
創
設
・
拡
充
を

妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
等
の
創
設
・
拡
充
を

拡
充
を
求
め
る
要
望
書
」
を

提
出
し
た
。
現
在
ま
で
に
確

認
で
き
た
道
内
市
町
村
の
意

見
書
採
択
状
況
は   

表  

の
通

り
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
①
疾
患
や
受

診
科
目
の
制
限
が
な
い
妊
産

婦
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設

②
所
得
制
限
や
窓
口
一
部
負

担
金
は
導
入
し
な
い
③
助
成

期
間
は
母
子
保
健
法
６
条
等

で
定
め
る
妊
産
婦
の
定
義
を

踏
ま
え
て
産
後
１
年
ま
で
と

す
る
―
な
ど
を
求
め
て
い 

る
。

　

ま
た
、
同
時
に
ど
の
地
域

に
住
ん
で
い
て
も
経
済
的
負

担
な
く
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
べ
き
で
あ
り
、
制

度
の
必
要
性
は
全
国
共
通
で

あ
る
こ
と
か
ら
「
国
に
よ
る

妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
創

設
」
並
び
に
「
福
祉
医
療
制

度
の
実
施
に
伴
う
国
保
国
庫

負
担
金
の
削
減
措
置
廃
止
」

を
求
め
道
内
の
全
市
町
村
議

会
に
陳
情
書
を
提
出
し
た
。

本
会
で
は
、
今
後
も
同
制
度

の
創
設
・
拡
充
を
国
や
自
治

体
に
求
め
て
い
く
。
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ジ
ャ
ム
ー
テ
ィ
ー

理
事
会
だ
よ
り

■
第
11
回
理
事
会

日
時　

２
月
25
日（
火
）

場
所　

本
会
会
議
室

協
議
事
項

①�
３
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�
各
部
の
２
０
１
９
年
度
活

動
報
告
・
２
０
２
０
年
度

活
動
方
針
（
案
）
及
び
２

０
２
０
年
度
予
算
（
案
）

に
つ
い
て

③�

第
８
回
代
議
員
総
会
の
議

案
に
つ
い
て

④�

創
立
70
周
年
記
念
事
業
の

企
画
及
び
予
算
に
つ
い
て

⑤�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
防
止
に
つ
い
て

⑥�「
金
パ
ラ
」逆
ザ
ヤ
の
即
時

解
消
を
求
め
る
要
請
署
名

に
つ
い
て

⑦
そ
の
他

丸
谷　
　

巌
先
生

２
月
14
日
ご
逝
去（
78
歳
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

〈
２
月
〉

１
日�　
開
業
医
の
た
め
の
実

務
セ
ミ
ナ
ー

８
日�　
医
療
法
人
セ
ミ
ナ
ー
、

女
性
部
会
「
よ
ろ
ず
ト

ー
ク
」

22
日　

歯
科
臨
床
講
演
会

25
日　

理
事
会

保
険
医
会
の
動
き

新型コロナウイルス感染症に係る
診療報酬上の臨時的な取扱い

　

こ
の
と
こ
ろ
、
毎
日
の
よ

う
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
連
し
た
報
道
が
さ
れ
て

お
り
、
医
療
現
場
か
ら
も
、

マ
ス
ク
・
消
毒
液
・
防
護
服

が
足
り
な
い
な
ど
の
悲
鳴
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
、
今
後
危

惧
す
る
の
は
花
粉
症
に
対
し

て
ど
う
対
応
す
る
の
か
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
曝
露

を
防
ぎ
き
れ
な
け
れ
ば
、
症

状
を
抑
え
る
薬
を
飲
む
と 

か
、
外
出
を
し
な
い
と
か
、

換
気
を
ま
め
に
す
る
と
か
、

健
康
食
品
に
頼
る
と
か
な
ど

で
し
ょ
う
か
。

　

皆
様
は
「
ジ
ャ
ム
ー
テ
ィ

ー
」を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

ジ
ャ
ム
ー
と
は
、イ
ン
ド
ネ
シ

ア
や
東
南
ア
ジ
ア
で
利
用
さ

れ
て
い
る
漢
方
薬
の
こ
と
で
、

国
に
認
め
ら
れ
た
昔
な
が
ら

の
市
販
薬
か
ら
、
家
族
単
位

で
受
け
継
が
れ
て
い
る
民
間

療
法
ま
で
多
種
に
渡
り
、
百

種
類
程
度
が
一
般
ジ
ャ
ム
ー

店
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
や
欧
米
な
ど
の
先
進
国

で
も
、
漢
方
薬
の
幅
広
い
効

果
や
副
作
用
の
少
な
い
点
が

見
直
さ
れ
、
最
近
で
は
健
康

保
険
の
適
用
を
受
け
て
い
る

も
の
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
健

康
維
持
を
目
的
と
し
た
ジ
ャ

ム
ー
の
一
種
で
、
お
茶
と
し

て
飲
用
さ
れ
て
い
る
の
が

「
ジ
ャ
ム
ー
テ
ィ
ー
」
で
す
。

　

先
進
国
と
言
わ
れ
る
日
本

で
も
治
す
こ
と
の
で
き
な
い

病
気
に
、
昔
か
ら
利
用
さ
れ

て
い
る
薬
や
食
事
や
お
茶
が

効
果
を
持
つ
こ
と
が
、
後
に

判
明
す
る
と
い
う
事
例
が
多

々
あ
る
よ
う
で
す
。
現
代
で

も
癌
の
特
効
薬
な
ど
を
様
々

な
植
物
に
求
め
て
い
る
製
薬

会
社
が
多
い
こ
と
が
そ
の
証

拠
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地

球
上
に
発
生
す
る
病
気
の
治

療
薬
は
、
必
ず
地
球
上
に
存

在
す
る
と
い
う
こ
と
が
原
則

の
よ
う
で
す
。

　
「
ジ
ャ
ム
ー
テ
ィ
ー
」
は
、

医
薬
品
で
は
な
く
健
康
維
持

を
目
的
と
し
た
漢
方
薬
な
の

で
、
飲
め
ば
必
ず
花
粉
症
が

治
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は

な
い
よ
う
で
す
。
花
粉
症
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
方
は
、
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て
考
え
て

み
る
の
も
あ
り

4

4

か
と
思
い
ま

す
。

　

も
の
は
試
し
で
、
自
分
も

眼
の
か
ゆ
み
が
あ
る
の
で
、

花
粉
症
や
ア
レ
ル
ギ
ー
に
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

「
ジ
ャ
ム
ー
テ
ィ
ー
」を
購
入

し
て
飲
ん
で
み
よ
う
か
と
思

い
ま
す
。�

（
髙
橋
）

　日々の記帳から確定申告までの手順をコンパクト
に解説する一冊です。
　2019年度の税制改正の主要点、2020年度税制
改正大綱のポイントや医療機関の収入に関する課税
関係、所得の種類と留意点等を掲載。

会員価格：１冊　500 円（送料別）
お申込み・お問合せは、事務局まで
　　　℡ 011- 231- 6281

経営対策
シリーズ 保険医の経営と税務
確定申告・医業経営改善のために
　� 　 2020年度版

書籍紹介

　厚労省は、「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な
取扱いについて」の通知を発出しました。以下に抜粋を掲載いたします
ので、ご確認ください。なお、詳細につきましては、本会ホームページ
をご覧ください。

　問１　		 保険医療機関が、新型コロナウイルス感染症患者等を医療法上
の許可病床数を超過して入院させた場合等は、どの入院基本料、
特定入院料を算定するのか。

　		  当面の間、以下の取扱いとする。

　問２　		 保険医療機関において新型コロナウイルス感染症患者等を受け
入れたことにより、特定入院料の届出を行っている病棟に診療報
酬上の要件を満たさない状態の患者が入院（例えば回復期リハビ
リテーション病棟に回復期リハビリテーションを要する状態では
ない患者が入院した場合など）した場合に、特定入院料等に規定
する施設基準の要件についてどのように考えればよいか。

　		  保険医療機関において、新型コロナウイルス感染症患者等を受
け入れたことにより、特定入院料の届出を行っている病棟に診療
報酬上の要件を満たさない状態の患者が入院（例えば回復期リハ
ビリテーション病棟に回復期リハビリテーションを要する状態で
はない患者が入院した場合など）した場合には、当面の間、当該
患者を除いて施設基準の要件を満たすか否か判断する。

　問３　		 新型コロナウイルス感染症患者等を個室に入院させた場合に
は、Ａ２２０－２二類感染症患者療養環境特別加算を算定できる
か。

　		  算定できる。ただし、当該点数を算定できる入院基本料を算定
している場合に限る。なお、Ａ２１０の２二類感染症患者入院診
療加算との併算定も、要件を満たせば可である。

　問５　		 新型コロナウイルスの感染が疑われる患者が「帰国者・接触者
相談センター」等に連絡し、その指示等により、200床以上の病
院で、帰国者・接触者外来等を受診した場合、初診時の選定療養
費の取扱いはどうなるか。

　		  この場合、「緊急その他やむを得ない事情がある場合」に該当
するため、初診時の選定療養費の徴収は認められない。

　問６　		 慢性疾患等を有する定期受診患者等について、医師が電話や情
報通信機器を用いて診療し医薬品の処方を行い、ファクシミリ等
で処方箋情報が送付される場合、保険医療機関は、電話等再診料、
処方箋料を算定できるか。

　		  算定できる。

　問７　		 問６について、電話や情報通信機器を用いて診療を行った場合
は、電話等再診料とオンライン診療料のいずれを算定するのか。

　		  問６の場合については、電話等再診料を算定すること。

答

答

答

答

答

答

原則
　実際に入院した病棟（病室）の入院基本料・特定入院料を算定する。

会議室等病棟以外に入院の場合
　速やかに入院すべき病棟へ入院させることを原則とするが、必要と
される診療が行われている場合に限り、当該医療機関が届出を行って
いる入院基本料のうち、当該患者が入院すべき病棟の入院基本料を算
定する。
　この場合、当該患者の状態に応じてどのような診療や看護が行われ
ているか確認できるよう、具体的に診療録、看護記録等に記録する。

医療法上、本来入院できない病棟に入院（精神病棟に精神疾患では
ない患者が入院した場合など）又は診療報酬上の施設基準の要件を
満たさない患者が入院（回復期リハビリテーション病棟に施設基準
の要件を満たさない患者が入院した場合など）した場合

○ 入院基本料を算定する病棟の場合
　入院した病棟の入院基本料を算定する（精神病棟に入院の場合は精
神病棟入院基本料を算定）。ただし、結核病棟については、結核病棟
入院基本料の注３の規定にかかわらず、入院基本料を算定する。

○ 特定入院料を算定する病棟の場合
　医療法上の病床種別と当該特定入院料が施設基準上求めている看護
配置により、算定する入院基本料を判断すること（一般病床の回復期
リハビリテーション病棟に入院の場合は13対１又は15対１の看護配
置を求めていることから、地域一般入院基本料を算定）。




